
個人による推薦（農地利用最適化推進委員） 中間公表（令和8年2月16日現在）

年月日 職名・役職等 営農類型 耕作面積等

なかの たかし
中野 卓

男 77歳 農業

いざわ みつじ
伊沢 満二

男 79歳 農業

やまはた のぼる
山端 登 

男 78歳 農業

やまはた まこと
山端 亮

男 63歳 農業
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職業
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農業委員
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推薦の理由

1 やまはた としゆき
山端 敏行

男 76歳 農業 S40.3
S40.4～現在
H1
Ｈ6年～Ｈ21年
Ｈ29年～現在

大深内中学校卒業
農業従事
松陽小学校PTA会長
砂土路改良区理事
農地利用最適化推進委員

水稲
長ネギ
ながいも
ニンニク

280a
50a
80a
50a

三本木地区 無 当人は、専業農業者として、また、認定農業者とし
て、長年農業を生業としてきた。当地区にあっては、
早くから地域のリーダーとして農業はもとより、青年
団活動にも積極的に参加し、地域との交流をも大事に
してきた。そうして、平成26年に多面的機能支払交
付金制度に加入する必要性をいち早く認識し、発起人
の一人として制度の趣旨説明、そして地域の意見取り
まとめに尽力し、その実現に至った。この制度を、今
まさに農村の抱える諸問題をいくらかでも解決する制
度と考え、住民への意識浸透に勤め、理解を得ること
ができた。その結果、地域がより連帯と活性化したよ
うに思える。
今、農家を取り巻く状況は、ますます厳しさを増し、
特に少子高齢化や担い手の減少、後継者不足等、環境
の悪化を招き、ひいては農村自体の存続も危うくなっ
てきていると思われるが、今まで長年農業を営んでき
た経験、農業組織にも積極的に参加してきた経験を生
かして、農業、農村の将来に希望が持てるような事に
取り組みできる人です。


